
 

 

（「保育所における感染症対策ガイドライン」「厚生労働省感染症・予防接種情報」より引用） 

病名 主な症状 予 防 接 種 登所のめやす 

麻疹 

（はしか） 

高熱と同時に発疹後、ほほの内

側に白い斑点（コプリック斑）
有 

解熱した後３日を経過する 

まで 

イ ン フ ル エ ン ザ 

突然の発熱・だるさ 

関節痛・頭痛・のどの痛み・鼻

水・咳 

有 
発症後最低 5 日間且つ解熱した後、 

幼児は 3 日を経過するまで 

風疹 

（三日はしか） 

淡紅色の発疹 

リンパ節の腫れ 
有 発疹が消失するまで 

水痘 

（みずぼうそう）  

発疹は紅斑から丘疹、水泡、痂

皮の順に変化する 
有 すべての発疹が痂皮化するまで 

流 行 性 耳 下 腺 炎 

（ムンプス・おたふくかぜ） 
発熱、耳の下の腫れと痛み 有 

腫れが発現した後 5 日間を経過し、 

かつ全身状態が良好となるまで 

結核 
発熱・咳・呼吸困難 

チアノーゼ 
有 

医師により感染の恐れがなくなったと認

められるまで 

咽頭結膜熱 

(プール熱・アデノウィルス感染症)  

39℃前後の発熱 

のどの痛み・目の充血 
無 主な症状が消失し、2 日を経過するまで

流 行 性 角 結 膜 炎 

（はやり目） 

流涙・白眼の充血・目やにまぶ

たの腫れ 
無 

医師が感染の恐れがないと認めるまで

（ 症 状 が 消 失 し て か ら ） 

百日咳 

のどの痛み・鼻水・咳から次第

に 咳 が 強 く な り

1～2 週間で特有な咳 

有 

特有な咳が消失するまで 

5 日間の適正な抗菌剤による治療が終了

するまで 

腸管出血性大腸菌感染症 

(Ｏ-157、Ｏ-26、Ｏ-111) 

激しい腹痛・頻回の水様便・血

便 

発熱は軽度 

無 

症状が治まり、かつ、抗菌薬による治療

が終了し、48 時間をあけて連続２回の検

便で、いずれも菌の陰性が確認できるこ

と 

急性出血性結膜炎 

急性結膜炎で、目の充血・目の

痛み・目やに 

結膜出血 

無 
医師が感染の恐れがないと 

認めるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎 

(侵襲性髄膜炎菌感染症)

頭痛・発熱・けいれん 

意識障害・点状出血・関節炎 
有 

医師が感染の恐れがないと 

認めるまで 

 

 

 
 

 

（「保育所における感染症対策ガイドライン」「厚生労働省感染症・予防接種情報」より引用） 

病名 主な症状 予 防 接 種 登所のめやす 

溶連菌感染症 
突然の発熱・咽頭痛 

時に発疹 
無 

適正な抗菌剤治療開始後、24 時間が経過

し、全身状態が良くなるまで 

マイコプラズマ肺炎 咳・発熱・頭痛 無 
発熱や激しい咳が治まっていること 

全身状態が良いこと 

手足口病 
水庖性の発疹が口・手足に出

現、発熱は軽度 
無 

発熱がなく（解熱後 1 日以上経過し）、普

段の食事ができること 

伝染性紅斑 

（リンゴ病） 

軽い風邪症状・頬の赤み 

手足に紅斑 
無 全身状態が良いこと 

ウ ィ ル ス 性 胃 腸 炎 

(感染性胃腸炎) 
発熱・吐き気・嘔吐・下痢 

ﾛﾀｳｨﾙｽの

み有 

症状が治まり 

普段の食事ができること 

ヘルパンギーナ 
突然の高熱・のどの痛み 

喉に水疱 
無 

発熱がなく（解熱後 1 日以上経過し） 

普段の食事ができること 

ＲＳウィルス感染症 
発熱・鼻汁・咳・喘鳴 

呼吸困難 

ハイリスク児のみ

有 

重篤な吸気症状が治まり、全身状態が 

良いこと 

帯状疱疹 
神経に沿って片側性に 

小水疱・神経痛・かゆみ 
無 すべての発疹が痂皮化してから 

突発性発疹 
３～４日の高熱 

解熱後体幹部の発疹、軟便 
無 

解熱後１日以上経過し、全身状態が 

良いこと 

 


